
後半の用紙 計画から必要な変化を考え、指標へつなぐ

計画の抜粋（架空）

「安心して子育てできるまちを目指します。子育て家庭が孤立せず、身近な人や必要な支援とつながれる地域づくりを進めます。」

使う順：右の［ア］［イ］［ウ］の当てはまる記号に丸（複数可） → 親子交流会を通る二本の線 → ほかの取組も結ぶ（全部を結ばなくてよい） → 考えたい一組の二本に★、左の「対象」・中央の③・右の①に○。選んだ左の記号が右の丸に含まれていればよく、ほかの丸は消さなくてよい。

現在の状況（★の組の左 →「対象」に○） 取組（★の組の中央 → ③に○） 目指す状態（★の組の右 → ①に○）線を引く余白 線を引く余白

ア 対象

転入後、近くに子育ての悩みを話せる保護者仲間がいない

イ 対象

子育てで困っているが、どこへ相談すればよいか分からない

ウ 対象

支援を利用したいが、自分が対象になるか、どう申し込むか

分からず、利用できていない

親子交流会 ③

平日午前、申込み制。遊びや少人数で話す時間を用意する。前

半の共通の道筋は「開催→参加→知り合う→悩みを話せる保護
者仲間ができる」。その後の交流の続き方は未確認

相談先の案内 架空の検討案 ③

困りごとの種類に応じた相談先の一覧を届け、窓口の探し方を説

明する案

利用相談・申込み支援 架空の検討案 ③

保護者と対象条件や申込み方法を一緒に確認し、必要な手続き

を支える案

A ①

子育ての悩みを話せる身近な保護者仲間がいる

この状態を目指したい左の状況（丸・複数可）

ア イ ウ

B ①

自分の困りごとに合う相談先を知っている

この状態を目指したい左の状況（丸・複数可）

ア イ ウ

C ①

必要なとき、自分に合う支援を利用できる

この状態を目指したい左の状況（丸・複数可）

ア イ ウ

線は今の考え（仮説）。左右のカードを直接結ぶ線は引かない。

補足：平日午前に働いている人や、外出が難しい人もいる。三つの状況は考える足場で、地域の全課題を網羅していない。相談先を知るBと、支援を利用できるCは異なる状態。

★の一組について書く（カードの文の書き写しは不要） 目指す状態（①）になっているか、どうやって確かめられそう？（④とは別に見る）

ワーク4
② その変化が計画に必要な理由

右の状態が、計画のどの言葉へどう近づくか

ワーク4
④ この取組で、できるようになってほしいこと

職員がすることではなく、保護者ができるようになってほしい
こと

ワーク6
⑥ どうやって確かめられそうか

誰に何を聞く／何の記録を見る

ワーク6
⑦ 指標一つ

⑥で確かめたいことを、人数・割合などで

ワーク4

⑤ この取組だけでは難しい人・場面

ワーク5
ペアの後：
工夫や別の方法で、確認すること

職場の一歩

ここは事例の答えではなく、各自の仕

事で書きます

自分の仕事で確認すること 聞く相手または見る情報
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